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〈連載〉SERIAL

研究の
現場から

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
か
ら「
伝
統
の
原
理
」の
本
質
に
迫
る�

�

道
徳
科
学
研
究
所 

副
所
長

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

リ
ー
ダ
ー
　
宮み

や

下し
た 

和か
ず

大ひ
ろ

令
和
四
年
度
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
い
て「
モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
の
課
題
と
展
望
」を
共
有
し
な
が

ら
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
本
質
的
理
解
に
迫
る
べ
く
、

年
に
四
回
の
研
究
会（「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
会
」）を
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

七
月
二
十
日（
水
）の
研
究
会
で
は
、
最
高
道
徳

の
五
大
原
理
の
一
つ
で
あ
る「
伝
統
の
原
理
」の

課
題
と
展
望
を
考
察
す
る
一
環
と
し
て
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
論
の
現
代
的
展
開
を
テ
ー
マ
に「
伝

統
の
原
理
」の
本
質
に
迫
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（Identity

）と
い
う
言
葉

は
、
日
本
語
で
は「
自
己
同
一
性
」等
と
翻
訳
さ

れ
る
概
念
で
す
が
、「
自
分
は
何
者
で
あ
る
か
」

と
い
う
問
い
を
中
軸
に
含
む
自
己
認
識
を
意
味
す

る
言
葉
で
あ
り
、
現
在
で
は
広
く
一
般
的
に
理
解

さ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。

「
自
分
は
何
者
で
あ
る
か
」と
い
う
問
い
に
、
ど

う
答
え
る
か

伝
統
の
原
理
に
照
ら
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
問
い
て
い
る「
自
分
は
何
者
で
あ
る
か
」を
考

え
て
み
る
と
、
そ
れ
は「
家
の
伝
統
」「
国
の
伝
統
」

「
精
神
的
伝
統
」（
お
よ
び
準
伝
統
）に
根
本
的
な
系
譜

を
持
つ
存
在
と
し
て
、
自
己
を
見
つ
め
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

他
方
で
、
現
代
の
家
族
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
、
国
家
を
ま
た
い
だ
人
の
移
動
に
よ
る
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
揺
ら
ぎ
、
地
縁

や
血
縁
を
基
軸
と
し
て
い
た
共
同
体
が
多
様
な

人
々
の
寄
り
集
ま
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
と
変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
、「
自
分

は
何
者
で
あ
る
か
」と
い
う
問
い
に
ど
う
答
え
、

自
己
を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
認
識
す
る
か
が

大
き
く
問
わ
れ
て
い
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
現

代
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
が
投
げ
か
け
て
い
る

こ
う
し
た
問
い
を
通
じ
て
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の「
伝

統
の
原
理
」の
本
質
に
迫
ろ
う
と
す
る
の
が
、
七

月
の
研
究
会
の
趣
旨
に
な
り
ま
す
。

研
究
会
で
は
道
科
研
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
大
野

正
英
、
木
下
城
康
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
シ
ィ
テ
ィ 

ア

ブ
ド
ゥ
ラ
テ
ィ
フ
の
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
視

点
か
ら
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
発
表
を

行
っ
た
う
え
で
、
最
高
道
徳
の「
伝
統
の
原
理
」

の
課
題
と
展
望
を
考
察
し
て
共
有
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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